
 

 

令和7年1月29日（水） 

第1569回（当年度第22回）例会 

本日のプログラム 

会員卓話 
秋田 敬治君 

「会員増強手法あれこれ」 

□会長挨拶               大塚 省治 
 会員の皆様、改めまして、新年あけま
しておめでとうございます。 
2025年が皆様にとって素晴らしい一年
となりますよう、心よりお祈り申し上げ
ます。 
本日も例会にご出席いただきありがと
うございます。昨年は皆様のご支援と
ご協力のおかげで、新会員３名の入会
ならびに、委員会の垣根を超えた合同
企画の実現と数々の事業を成功させることができまし
た。今年も引き続き、本年度のスローガン「愛着と誇りある
一宮中央ロータリークラブ」と掲げ、会員全員の居心地の
良い場所になるよう努めてまいります。 
 特に、2025年は合同企画、2月の職場見学、4月の一泊
親睦旅行と、また、さまざまな事業を「ロータリーのマジッ
ク」のもとに、ロータリーを楽しんでいきたいと思っており
ます。 
 先日の4ロータリークラブ合同新春例会でお話しさせて
いただいた、今年の干支の蛇は、脱皮をすることから「再
生と変化」の象徴とも言われています。私たち一宮中央
ロータリークラブもまた、2025年は創立35周年を迎える
年度でもあり、私年度だけでなく、次年度長橋年度と共
に、蛇のように脱皮を行うことで、強く、大きくなる、一年
と願っております。 
 今年も引き続き、ロータリーの精神を胸に、一宮中央
ロータリークラブから、地域社会や世界に貢献してまいり
ましょう。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

2024-2025№(19)2025.1.29 職業奉仕月間 

●創立1990年10月31日 ●承認1990年11月16日 ●事務局 〒491-0858 一宮市栄4丁目6番8号 一宮商工会議所ビル5Ｆ 

●例会日時 毎週水曜日(ＰＭ６時～７時)         TEL 0586-24-1959 FAX 0586-71-4390  

●例会場 一宮商工会議所ビル３Ｆホール         E-mail:icrc@alpha.ocn.ne.jp  URL:http://www.138crc.com 

◇会長 大塚 省治 ◇会長エレクト 長橋 國和 ◇幹事 山田 満 ◇クラブ会報委員長 森 眞 

ＴＨＥ ＲＯＴＡＲＹ ＣＬＵＢ ＯＦ ＩＣＨＩＮＯＭＩＹＡ ＣＥＮＴＲＡＬ 

2024～2025年度 RIテーマ 

ロータリーのマジック 
地区方針「魅力あるクラブ 持続可能な奉仕活動 成長するロータリー」 

第1568回例会（当年度第21回の記録） 
 

□令和7年1月15日（水）18：00～19:00 

□会場 一宮商工会議所ビル3Fホール 

□開会の点鐘 大塚会長 

□ロータリーソング「我らの生業」 

□ロータリー財団認証バッジ授与 

第４回米山功労者 長谷川正己君 

ポール・ハリス・フェロー 鈴木宣宏君 ・ 中井義也君 
□米山功労者感謝状授与 

ポール・ハリス・フェロー＋２ 伴 卓樹君 ポール・ハリス・フェロー＋２ 伴 卓樹君 

米山功労者 
第４回秋田敬治君 第３回佐藤祐造君 第２回西岡則男君 



 

 

次回 2025年2月5日（水）の例会予定 
 

卓話 
「ウルフドッグス名古屋のホームタウン活動 

～バレーボールで『つなぐ』」 
ＴＧ ＳＰＯＲＴＳ株式会社 

パブリックリレーション室長 稲葉有子様  

□会員卓話 
【不 亦 樂 乎】＜またたのしからずや＞               

 

クラブ会報委員会委員長 森 眞君 
 

今年度クラブ会報のコラム「不亦樂
乎」は、論語の学而篇の冒頭から引用
したもので「有朋自遠方來」＜ともあ
り遠方より来る＞の後に続く句です。
孔子は「同じ学問を志す友人が遠方か

らわざわざ訪ねて来てくれるのは、なんとも楽しいこと
である」と述べたとの意味です。ロータリークラブの例会
も、多用な中万障繰り合わせて参集される会員のみなさ
んによって生み出される貴重で楽しい時間であることか
ら、こう名付けた次第です。 
 文中の「遠方」に時間軸をも含め、創立以来一宮中央RC
の門をくぐった仲間が紡ぎ織りなして来た足跡を辿るこ
とで、このクラブの新たな魅力を再発見することもある
のではないでしょうか。それが、大塚会長が掲げるテーマ
「愛着と誇りある一宮中央ロータリークラブ」に適うなら
ば、とても喜ばしいことだと考えます。 
 例えば、私たちの友好クラブRI2680地区 津名ロータ
リークラブについて、来月には主幹される淡路グループIM
に会長幹事が出向く予定ですし、私たちの周年記念へも
招待を模索しています。ここで、どんないきさつで友好関
係が築かれたのか辿ってみましょう。 
 時は、私たちのクラブが産声をあげる頃に遡ります。当
時、全国に散在する「一宮」を一つのまとまりあるものに
しようとする気運が広がりつつありました。ここ一宮市で
も真清田神社の飯田宮司（当時）が積極的にピーアールに
努められ、徐々にムードが盛り上がっておりました。そして
ついに「全国一の宮会」として組織立ったのが、我がクラ
ブ創立の翌年（1991年）のことでした。後に飯田宮司は会
長に就任され、一宮市に於いて「全国一の宮サミット」が
開催されたと記憶しています。 
 こうした時勢の最中の1995年1月17日、あの阪神淡路大
震災が発生します。大都市を見舞った大災害に際し、もち
ろんRI2760地区でも様々な支援の呼びかけがありまし
た。しかし、時の森瀬雅典会長は「どうせならば、縁ある地
を全力で支援したい」との強い思いから、淡路の国一宮、
日本最古の神社といわれる伊弉諾神宮＜いざなぎじんぐ
う＞が鎮座する津名郡一宮町（当時）を独自で支援する
決断をされたのです。 
 森瀬会長の意思に賛同した会員は、春に予定されてい
た親睦旅行をキャンセル、さらに様々な工面により総額
100万円の義援金を捻出しました。そして、その義援金は
当地をエリアとする津名RCを窓口に、一宮町へ送られた
のです。事情を津名クラブへ説明する際、応対に出られた
事務局さんは受話器の向こうで嗚咽が止まらなかったと
聞きます。 
 その後、2006年小島三男会長年度の親睦旅行は淡路
へ足を運び、津名クラブとの合同例会が開催され、2009
年大森進会長年度には、津名から多数の会員が来訪、名
鉄犬山ホテルの場で合同例会を催し、翌日には親睦ゴル

フコンペが行なわれました。…このような経緯で、相互を
行き来しながら、友好関係が続いているわけです。 
いかがでしょう。いざという時、こんな粋な決断ができる
我が一宮中央ロータリークラブをとても素敵だと思いま
せんか。 
 コラム「不亦樂乎」には、このようなエピソードを綴って
います。紙面の都合上、今夜のお話で六話目を数えるに
留まっていますが、ぜひともお目通しいただければ幸い
です。もちろん、投稿も大歓迎です。 

□ニコボックス（ABC順） 
☆理事会一同 
☆秋田敬治君 昨日、豊田ＪＣ時代からの大恩人「小 
       原和紙工芸作家・人間国宝でもある山 
       内一生さん」を偲ぶ会に参列してきま 
       した。大村知事をはじめ千人以上の方 
       々と共に故人を偲びました。50年来の 
       大先輩に感謝、合掌。 
☆伴 卓樹君 例会に出席できたので。 
☆春木和美君 2025年がスタートしました！みんなで 
       楽しいロータリー活動をしましょう!! 
       今年もよろしくネ！ 
☆猪子裕史君 先日13日誕生日で69才になりました。 
       古希まで１年、まだまだです。 
☆小島三男君 明けましてお目出度うございます。又 
       一年楽しみましょう。今年は米寿の年 
       ですので皆さん、大事にして下さいね。 
☆松前憲典君 本日は、新春年男スピーチ伴卓樹君と    
       中井義也君、会員卓話 森眞君、３人 
       のお話を楽しみにしております。 
☆森  眞君 今夜は会報委員会からのメッセージを 
       お伝えします。よろしくお願いします。 
☆森俊一郎君 寒くなりました。体調にはくれぐれも 
       気をつけましょう！！ 
☆長橋國和君 森さん、今日はご苦労様、ガンバって 
       下さい。 
☆中井義也君 例会に出席できたので。 
☆西岡則男君 今日の卓話の皆さん、ご苦労さまです。 
       楽しみにしています。 
☆大塚省治君 新年あけましておめでとうございます。 
       本日は、森クラブ会報委員長の「不亦 
       樂乎」、伴さん、中井さんの年男抱負 
       楽しみに拝聴させていただきます。よ 
       ろしくお願い致します。 
☆佐藤祐造君 伴卓樹様、中井義也様、森眞様、お話 
       を楽しみにしております。 
☆柴田裕市君 健康であることに。 
☆内田泰潤徳君 本日は会員による新春年男スピーチ伴 
       卓樹君、中井義也君お願いします。又 
       会員卓話森眞君もお話をお願いします。 
       やはり会員による話は良いですね。 
☆山田 満君 例会に出席できたので。 

出席 

報告 

会 員 総 数 35名 
出席会員数 26名 

74.29％  
他クラブ出席数 0名 

修正出席率 
前々回 

（12/18） 
100％ 

□新春年男スピーチ 「今年の抱負」 

 伴 卓樹君（昭和40年巳年）     中井義也君（昭和52年巳年） 


